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図１ BL19-20-21の遮蔽体3-Dモデル
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遮蔽体の評価 （説明は裏へ）



表紙：遮蔽計算の実際
中性子実験装置やビームラインは厚い鉄やコンクリートの遮蔽体で覆われている。安全に実験を遂行するた
めに、またきれいな（S/Nの良い）実験データを得るためには、遮蔽体の適切な評価とそれに基づいた設計が
重要である。遮蔽体の評価はそれぞれのビームラインおよび装置の遮蔽体3次元（3-D）モデルに対してモン
テカルロ・シミュレーションによって行われている。PHITSという計算コードを用い、形状、厚さ、材質の異
なる多数の遮蔽体モデルが逐一評価され、放射線安全と。図1はBL19（工学材料回折装置）, BL20（茨城県材
料構造解析装置）, BL21（高強度汎用全散乱装置）の遮蔽体3-Dモデルである。この平面（断面）図（図2）
においてピンク色の部分が鉄で、茶色がコンクリートである.図3は、このモデルの遮蔽計算の結果（中性
子・ガンマ線）である。左の線源（赤色の強い部分）から来る中性子や中性子がミラーやスリット、測定試
料などの物質に当たって発生するガンマ線は遮蔽体によって止められており、遮蔽体外へ漏洩していない様
子がわかる。（単位：マイクロ・シーベルト/時間）



BL01 建設中
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BL03 建設中

BL04 建設中
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BL08 建設中



BL10 建設中
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BL14 建設中
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BL19 建設中



BL20 建設中

BL21 年内建設開始
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